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 1研究目的
旨
 胃の運動機能に関しては古くより多くの研究があるが,近時筋電図法の導入により,従来よりも
 一層詳細に、かつ生理的条件の許に胃運動機能を観察することが出来るよりになったコ著者は.胃
 に手術的操作を加えた際の胃運動機能をみるために.犬胃を横切離後直ちに端々吻合し,吻合線の
 上下部胃に壽ける構動運動の変化を筋電図学的に観察したq
 皿実験材料ならびに実験方法
 実験動物は6～15》の雑種成犬49頭を使用した。絶食させたのち背位に周定し,テォペンタ
ユ
 ー ル・ソジウム静豚麻酔により開腹し,次の如き3つの高さで胃を横切離した。1群:胃の上都ぎ
 の高さ。丑群:胃体部と姻門前底部との間。tE群:幽門輪に近接して。切離後は,端々に全層連続
 縫合とレンィルト縫合により吻合を行なった。以上のろ群について胃筋電図を誘導して観察記録し
 たが,これには胃切離吻合直後より2～5時間観察したもの(直後観察)と,一a腹壁を閉鎖して
 生存せしめ,ろ～66日後に再開腹して観察したもの(後期観察)とある。電極は懸垂針電極2～
 4個を用い,極間距離1.5～3.0σ卿の双極誘導とし,時定数を1.5秒として観察記録したコ
皿実験成績
 1)[置群の霧験成績'
 直後観察:切離前平均140秒の放電間隔を示す正蠕動放電がみられたが、切離後は吻合下部
 胃に平均15.4秒の放電間隔を示す正騙動放電が主として出現した。切離後は切離前に比して平
 均1.4秒の放電間隔の延長を示した。また5例中1例のみに送1蠕動放電が6.8%に出現しπ。吻
 合・上部胃1ては放電はみ・られなカ・つたコ
 後期観察:切離後5～66日の観察では,吻合下部胃に平均14.6秒の放電間隔を示す藤鵬動
 放電が主としてみられ,6例中子例Z)みに送蠕動放電が5.6%に出現した・
 2)皿群の実験成績
 直後観察:吻合上部胃には,平均15.0秒間隔の正論動放電のみがみられた。これに反し吻合
 下部胃には∋海綿動放電の発生が著明で平均24・2秒馬i隔の逆蠕罰動放電が平均84、2%に出現し,
 一方平均20.6秒間隔の[磯放電が平均,5.8%に出現した。このように吻合上下都留にかける
 蠕動放電発生の周期は異なり,それぞれ独自のリズムで蠕動運動が発生しているのが観察された。
 後期観察:切1推後ろ～65日の観察では,吻合上部胃には平均14.2秒の巴購動放電のみがみ
 られたが,吻合下部胃には直後観察と異なり逆礪動放電の発生が少なく,切離後の日数の姪過に
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 従い減少した。すなわち切離後主日の88.2%を最高に次第に減少し,10日以後より著明に
 減少して全ぐみられない例もあった。吻合下部胃の遜塒動放電間隔は平均丁8.5秒で,逆爺動放
 電は平均22・8秒であり,'直後観察同様吻合上下部胃の放電間隔は互いに異なっていたっ吻合下
 部冑の王道蠕動放電の放電間隔は,直後観察例に比し短かぐ,術後短縮する傾向を示した。
 5)賑群の実,験成績
 直後観察二吻合上部胃には,平均148秒の放電間隔を示す正蠕動嬬のみがみられた。これは
 正常犬胃にお・ける蠕動運動にほぼ等しいものであっ驚っ
 後期観察!切離後3～58'日の'観察では,吻合上部胃には平均15.9秒の放電間隔を示す正蠕動
 放電のみを観察した。これは直後観察例同様,IE常犬胃の蠕動運動に等しいものであった。
 w結.語
 犬胃を横切離し・端々に再吻合しπのち、吻合線の上下部胃の運動機能を筋電図学的に観察し次
1
 の結果を得た。(11胃の上部言切離では,切離以下の胃にむける蠕動運動発生は、ほぼ正常犬胃の
 それに類似し,ただ僅かに蠕動発生の周期が延長した。12)胃体部と幽門前庭部の間に蔚け・る切離
 では,吻合上部胃は切離前とほぼ等しい{E!購動運動が発生するが,吻合下部冑では,切離直談は逆
 路動運動が極めて優勢に出現するととも11こ1蝦動運動発生のリズムが吻合上部胃と全ぐ異なり,吻
 合上下部胃は互に全く異なったリズムで運動する。しかるに,切離彼日数が経過すると,吻合下部
 胃のi謝謡動運動は減少ないし消失するとともに,吻合下部冑の正嫡動運動の発生周期は短縮ずる。
 ㈲幽門輪に近接して切離した場合には,切離上部胃にむける蠕動1軍動発生は,ほぼ正常犬胃のそ
 れに等しかった。ゆ胃は自働能を有してむり,胃のある部位が一旦切膳されると,切離以下の胃
 はその自働能に基づき,切離上部胃'のそれとは異なったリズムで蠕動運動が発生することが推定さ
 れた。㈲以上の結果から,胃はその切離部位によって運動機能にかな9著明な変化を示すもので
 あウ,従って臨床に壽ける胃手伽ごあたっては以上の諸点を考慮せねばなら逢いと考える。
 ノ吻合
 鼻、し,
ひける
 されπ。
 今がみ
 経過に
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 審査結果の要旨
 著者は筋電図法を用いて,胃に手術操作を珈えた場合の胃運動機能を観察している。すなわち,
1
 犬胃を5つの部位(胃の上部ぎの高さ,胃体部と幽門前庭部との中間部・幽門輪π近接した部位)
 で横切離し,直ちに端々に再吻合碇,吻合線上下部胃の運動機能を検した。観察方法は2～5時瞭
 の直後観察と,5～66日後の慶期観察の2群に分け,電極は何れも懸垂針電極2～4個を用いて
 双極誘導とし,極間距離1.5～5.0砥時定数を1.5秒として誘螺し,次の実験結果を得ている。
コ
 1.胃の上部τ切離では,切離以下の胃は,切離前π比して蠕動運動発生の周期が幾分延長した
 が,正常胃に於ける蠕動運動発生とほぼ類似した。
 2.胃体部と幽門前庭部との卿の切離では,吻合上部胃は切離前とほぼ類似した蠕動運動を示し
 たが,吻合下部胃は,切雄直後では逆蠕動の発生が著る.し(,かつ正逆蠕動運動発生の周期は吻合
 上部胃に比して,いずれも延長してかり,吻合上下部胃は互いに異なった独自のリズムで運動して
 いるのを認めた。しかるに切離後日数の経過とともπ,吻合下部胃の逆蠕動運鮒ま次第に減少ない
 し消失した。かつ蠕勒発生の周期も短縮して,吻合上部胃のそれに近づいて生理的適応を示した。
 5.幽門輪に近接して切離した場合πは,吻合上部冑の運動は正常犬胃の七れにほぼ等しいもので・'
 あった。以上の結果から著者は,胃は自働能を有していて,ある部位で一旦切離されると,切離以『
 下の胃は七の自働能に基ずいて,切離上部胃の至れとは異なったリズムで運動すると推定しπ。ま
 た胃体部と幽門前庭部の聞での切離では,切離下部胃は興奮性を示め、し,逆蠕動が発生すると考え
 ている。
 以上の著者の実験成績叫従来の胃運動機能の穽明に新たなる知見を加えたもので・臨床にむけ
 る,例えば近位胃切除術後の食道内逆流現象や,分節状胃切除術優にかける胃内容排出機構の解明
 に多くの示唆を与えるものである。今日な冷,冑手術による術後陳書は,外科臨床上ゆるがせに出
 来ない問題であり,胃の運動生理に最も適つた胃手癖法が確立されねばならない。かかる意味で,
 藩者の研究は,冒の運動生理.を基礎的立場から究めたものであり意義あるものと考える。
 よって,本論文は学位授与に値するものとする。
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